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広島市議団ニュース 

皆
川
議
員
は
、
次
期
財
政
健
全
化
計

画
（
素
案
）が
、経
済
成
長
率
ゼ
ロ
を
想
定

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
税
収
が
変
わ

ら
な
い
前
提
か
」と
質
問
。
村
岡
嗣
政
財

政
課
長
は
、
２
月
の
最
終
計
画
策
定
の
な

か
で
再
検
討
す
る
と
答
え
ま
し
た
。 

皆
川
議
員
は
、
「経
済
成
長
率
ゼ
ロ
で

推
移
し
た
と
し
て
も
、
計
画
さ
れ
て
い
る

大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
予
定
ど
お
り
実

施
し
た
場
合
、
累
積
赤
字
は
07
年
度
で

１
３
９
５
億
円
に
な
る
（下
図
参
照
）。
税

収
が
減
れ
ば
、
収
支
不
足
額
は
さ
ら
に

膨
ら
む
」と
指
摘
し
、
新
年
度
予
算
と
健

全
化
計
画
を
ど
う
発
表
す
る
の
か
質
問

し
ま
し
た
。 

村
岡
財
政
課
長
は
、
同
時
期
に
発
表

し
た
い
考
え
を
示
し
ま
し
た
。 

 も
っ
と
わ
か
り
や
す
い
情
報
開
示
で

市
民
の
理
解
と
協
力
を 

 

「
財
政
非
常
事
態
宣
言
」
「次
期
財
政

健
全
化
計
画
（
素
案
）
」は
、
市
の
広
報
紙

「市
民
と
市
政
」（
12
月
１
日
号
）に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
対
す
る
市
民
意

見
は
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

皆
川
議
員
は
、
「声
が
寄
せ
ら
れ
な
い

原
因
は
、
扶
助
費
の
カ
ッ
ト
も
あ
り
う
る

と
い
う
深
刻
な
財
政
状
況
が
、
市
民
に
わ

か
り
に
く
い
か
ら
で
は
な
い
か
」と
指
摘
。

「
行
政
と
議
会
の
間
だ
け
で
良
い
財
政
再

建
を
図
っ
た
と
し
て
も
、
市
民
の
理
解
と

協
力
は
得
ら
れ
な
い
」と
強
調
し
ま
し
た
。 

南
部
盛
一
財
政
局
長
は
、
今
後
と
も

財
政
発
表
な
ど
に
つ
い
て
工
夫
し
て
い
く

と
答
え
ま
し
た
。 

 下
水
道
は
道
路
と
同
じ
生
活
基
盤

で
あ
り
税
で
ま
か
な
う
べ
き 

 

皆
川
議
員
は
、
「市
民
の
く
ら
し
を
応

援
す
る
以
外
に
景
気
立
て
直
し
の
道
は

な
い
」と
強
く
指
摘
し
た
う
え
で
、
財
政

次期財政健全化計画（素案） 

総
務
委
員
会 

12
月
18
日 

皆
川
け
い
し
議
員
の
質
問 

難
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
る
下
水

道
事
業
会
計
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

汚
水
に
か
か
わ
る
資
本
費
（こ
れ
ま
で

に
整
備
し
た
分
の
借
金
返
済
）
は
、
現
在
、

そ
の
80
％
を
使
用
料
で
、
残
り
20
％
を

税
金
（
一
般
財
源
か
ら
の
支
出
）で
ま
か

な
っ
て
い
ま
す
。
市
の
使
用
料
値
上
げ
案

は
、
さ
ら
に
資
本
費
の
15
％
（
４
年
間
で

１
７
０
億
円
）を
使
用
料
で
ま
か
な
う
と

い
う
も
の
で
す
。 

南
部
財
政
局
長
は
、
値
上
げ
案
が
否

決
に
な
る
と
、
健
全
化
計
画
素
案
は
、 

①
「
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
見
直

し
」
に
よ
る
歳
出
削
減
（
90
億
円
）
の

う
ち
、
34
億
円
が
不
可
能
と
な
る 

②
現
時
点
の
財
源
不
足
73
億
円
に

１
３
６
億
円
を
加
え
た
２
０
９
億
円
が

財
源
不
足
と
な
る 

と
説
明
し
、４
年
間
で
の
財
源
不
足
解

消
は
現
時
点
で
不
可
能
と
答
え
ま
し
た
。 

皆
川
議
員
は
、
「下
水
道
は
道
路
と
同

じ
く
生
活
基
盤
そ
の
も
の
で
あ
り
、
税
で

ま
か
な
う
の
が
当
然
」と
述
べ
、受
益
者
負

担
で
資
本
費
ま
で
ま
か
な
う
の
は
反
対

だ
と
主
張
し
ま
し
た
。 

 扶
助
費
カ
ッ
ト「
生
身
の
人
間
相

手
に
で
き
る
の
か
」と
厳
し
く
追
及 

 

素
案
が
、
今
後
４
年
間
の
扶
助
費
の

伸
び
率
を
極
端
に
抑
え
て
い
る
問
題
で
、

皆
川
議
員
は
市
議
団
の
試
算
を
示
し
、

「扶
助
費
の
伸
び
は
過
去
２
年
続
け
て
約

６
％
。
し
か
し
、
市
の
『中
期
財
政
収
支
見

通
し
』で
は
向
こ
う
４
年
間
の
年
平
均
を

４
・５
％
と
見
込
ん
だ
。
素
案
は
さ
ら
に

２
％
に
抑
え
て
い
る
」と
指
摘
し
、「こ
ん
な

こ
と
が
生
身
の
人
間
相
手
に
で
き
る
の

か
」と
厳
し
く
追
及
し
ま
し
た
。 

村
岡
財
政
課
長
は
、
「ひ
と
つ
の
目
安
」

と
述
べ
、
あ
ら
ゆ
る
見
直
し
の
中
で
扶
助

費
の
見
直
し
も
検
討
す
る
考
え
を
示
し

ま
し
た
。 

 対
象
を
市
民
に
ま
で
広
げ
る
の
は

問
題
―
事
務
執
行
の
公
正
確
保
に
関

す
る
条
例
案 

 

こ
の
条
例
案
は
、
市
職
員
の
事
務
執

行
に
関
す
る
働
き
か
け
へ
の
対
応
と
し

て
、
働
き
か
け
の
記
録
や
不
当
な
働
き
か

け
を
行
う
者
に
対
す
る
警
告
な
ど
を
定

め
る
も
の
で
す
。 

皆
川
議
員
は
、
要
綱
で
運
用
し
て
い
る

鳥
取
県
の
例
を
紹
介
し
、
「口
利
き
政
治

は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、
議
員
・

議
会
・
市
職
員
の
間
の
ル
ー
ル
を
取
り
決

め
る
こ
と
で
充
分
対
応
で
き
る
」と
述
べ
、

一
般
市
民
に
ま
で
対
象
を
広
げ
た
条
例

は
必
要
な
い
と
指
摘
。
条
例
に
よ
っ
て
、
市

民
に
開
か
れ
た
市
政
と
い
う
点
か
ら
逆

行
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
述
べ
、
「
い
ま
急

が
れ
る
の
は
議
会
と
議
員
の
関
係
を
明

確
に
す
る
ル
ー
ル
だ
」と
強
調
し
ま
し
た
。 
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大規模プロジェクトなどを予定どおり実施した場合

投資的経費を平成15年度予算額に据え置く場合

億円 累積赤字額

財政再建団体
転落ライン
約５５５億円

市「次期財政健全化計画」（素案）より

税収減れば収支不足額はさらに膨らむ 



イラク派兵反対、平和憲法を守ろう 
党市議団  運動の先頭に  
 

 日本共産党広島市議団は15

日、「憲法守れ・有事法制の発動

許すな！広島共同センター」（広

島県労連など16団体で構成、藤

本幸作代表）の昼休みデモに参

加、「陸自先遣隊の派兵反対」と

訴えて行進しました（約100人参

加）。 

 また17日には、「イラク派兵反

対、平和憲法を守ろうヒロシマ県

民集会」に参加し、「自衛官はイ

ラクへ行くな」「石油のための侵

略はやめろ」とシュプレヒコール

をあげました（2300人参加）。 

白木町残土投棄問題 

県が建設業者を告発 
 

 安佐北区白木町の建設残土投棄問題で、県

は21日、所在地と代表者が同じ東広島市内の２

つの建設業者を森林法違反容疑（山林の無許

可開発）で可部警察署に告発しました。 

 森林法は、１ヘクタールを越える山林開発に

ついて知事の事業許可取得を義務付けていま

す。県は、この２業者による残土搬入が実質的

に一つの開発行為（一業者は0.7ヘクタール、も

う一業者が0.9へクタール）とみなし、1.6ヘクター

ルを無許可で開発したとしています。 

 また、0.9ヘクタールの伐採を届けた業者につ

いては、保安林が一部含まれていたにもかかわ

らず農水省の許可を得ず開発したとの同法違

反容疑も加えています。 

日本共産党第２３回大会 感想 
自分史を重ねて熱い思いが胸に 
        広島市議会議員    皆川恵史 
  

 43年ぶりの新しい党綱領の確定、そして、新綱領を

力に、生き生きと党の未来を語る若い世代の輝いた

姿。21世紀の日本と世界に向け、日本共産党が大きく

羽ばたこうとする息吹を感じさせる大会でした。 

 このような歴史的大会に参加させてもらったこと

を心から誇りに思います。 

 私が入党したのは1965年、第九回党大会の直後で

した。大学では安保闘争後の暴力学生とのたたかい、

国際的には、ソ連、中国の大国主義とのたたかい、そ

して、70年代に民主連合政府の樹立をめざして意気高

くたたかったことなど、これまでの自分史を重ねなが

ら不破さんの報告を聞き、胸に熱いものがこみあげま

した。 

 これまでのたたかいの積み重ねがあったからこそ、

新しい綱領が生まれたのだと実感しました。 

 大会には10代～20代の若い世代118人が参加し、新

綱領の未来社会論が、傷つき悩んでいる現代青年の心

を引きつける力を持っている経験が生き生きと語ら

れました。 

 志位さんが結語で紹介した、「先輩たちは現綱領で

今の党をつくった。今後は私たちの手で新しい綱領の

もとで大きな党をつくる」と語った若い世代の言葉が

忘れられません。 


